
平成２２年度事務事業評価結果（地域振興部）

Ｎｏ 部局 担当課所室 事務事業名 事業概要等
21予算額
（千円）

自己評価 最終評価 指摘事項

1 地域振興部
河辺市民セ
ンター

河辺市民センター地
域保全費

(1)農道補修（砕石交付）
(2)法定外公共物水路・調整池・道路の小破修繕
(3)公園の維持管理

18,292 現状通り継続 現状通り継続
・分散事務の検証結果を踏まえ、
今後の体制を考えること。

2 地域振興部
河辺市民セ
ンター

河辺市民センター地
域振興費

(1)公園関連事業（公園愛護協力会報償金）
(2)街路関連事業（街路樹剪定、冬囲い等）

815 現状通り継続 現状通り継続
・分散事務の検証結果を踏まえ、
今後の体制を考えること。

3 地域振興部
雄和市民セ
ンター

雄和市民センター地
域保全費

(1)農道補修（砕石交付）
(2)法定外公共物水路・調整池・道路の小破修繕
(3)公園の維持管理

13,378 現状通り継続 現状通り継続
・分散事務の検証結果を踏まえ、
今後の体制を考えること。

4 地域振興部
雄和市民セ
ンター

雄和市民センター地
域振興費

(1)公園関連事業（公園愛護協力会報償金）
(2)街路関連事業（街路樹剪定、冬囲い等）

435 現状通り継続 現状通り継続
・分散事務の検証結果を踏まえ、
今後の体制を考えること。

5 地域振興部
河辺市民セ
ンター

河辺市民センター管
理費

河辺市民センター関連業務に要する管理的経費。 28,898 現状通り継続 現状通り継続 －

6 地域振興部
雄和市民セ
ンター

雄和市民センター管
理費

雄和市民センター関連業務に要する管理的経費。 31,726 現状通り継続 現状通り継続 －

7 地域振興部 地域振興課 地域審議会運営経費
河辺地域および雄和地域に、地域審議会を設置・運
営し、地域住民の意向を把握するとともに、その内
容を市の施策に反映する。

2,917 執行方法の見直し 執行方法の見直し
サービスセンター化に合わせて、
地域審議会のあり方について検討
する。
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8 地域振興部 地域振興課
コミュニティセン
ター、地域センター
施設等改修経費

法令等の基準や老朽化により改修が必要な施設およ
び備品の整備を行う。

2,622 現状通り継続 現状通り継続 －

9 地域振興部 地域振興課
コミュニティセン
ター等管理運営費

自治活動の拠点施設であるコミュニティセンター等
の管理経費。

79,400 執行方法の見直し 執行方法の見直し

秋田市行財政改革実施会議の動向
を見据えつつ、適切な時期に施設
使用料を導入するとともに、関係
法令の整備を図る。

10 地域振興部 地域振興課 地域振興管理費
地域振興部課所室の行政施策の調整や連絡調整等に
要する管理的経費。

7,372 現状通り継続 現状通り継続 －

11 地域振興部
西部市民
サービスセ
ンター

西部市民サービスセ
ンター地域保全費

(1)市道の小破修繕
(2)公園の小破修繕
(3)法定外公共物水路・調整池等の小破修繕
(4)農道補修（砕石交付）

35,868 現状通り継続 現状通り継続
・分散事務の検証結果を踏まえ、
今後の体制を考えること。

12 地域振興部
西部市民
サービスセ
ンター

西部市民サービスセ
ンター地域振興費

(1)観光関連事業（雄物川フェスティバル補助金
等）
(2)街路関連事業（街路樹愛護会報償金等）
(3)公園関連事業（公園愛護協力会報償金）
(4)地域づくり事業（旧公民館まつり）
(5)子育て支援事業

22,198 執行方法の見直し 執行方法の見直し

・雄物川フェスティバルは、花火
の本数や構成を見直すなど事業内
容を精査し、自主財源確保の取り
組みを強化しながら、市補助金の
削減の検討を行うこと。
・補助根拠となる要綱を現在の
「秋田市観光物産課関係補助金交
付要綱」から「秋田市地域振興費
補助金交付要綱」に切り替える。

13 地域振興部 地域振興課 住居表示管理費 住居表示に要する管理経費。 399 現状通り継続 現状通り継続 －
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14 地域振興部 地域振興課 町内防犯灯整備事業
街を明るくし、通行の安全と夜間犯罪の防止を図る
ため、町内会の申請に基づき防犯灯を設置する。

7,806 他事業と統合 他事業と統合

・町内防犯灯のＬＥＤ化について
は、ごみ有料化による財源を充
て、環境立市としてアピールする
ほか、計画的にＬＥＤ化を進める
ことで個人住宅への誘導効果もね
らいとすること。
・まちあかり・ふれあい推進事業
と統合することで、全体経費を縮
減すること。

15 地域振興部 地域振興課
まちあかり・ふれあ
い推進事業

町内会活動の活性化を図るため、町内会活動への助
成や、防犯灯の電気料・交換補修等の維持管理に要
する経費の一部を助成する。

124,354 他事業と統合 他事業と統合

・取組みをアピールするために
は、ＬＥＤ化は計画的に短期間で
の完了をめざし進めること。ま
た、国補助等を活用し、一般財源
の負担増とならないよう工夫する
こと。

16 地域振興部 地域振興課
集会所類似施設整
備・建設費助成事業

地域自治活動の拠点となる町内集会所の新築、増改
築及び修繕に対して補助する。

3,690 現状通り継続 現状通り継続 －

17 地域振興部 地域振興課 防犯活動推進経費
安全で明るいまちづくりをめざして，警察や市民・
関係機関と連携して，地域ぐるみの防犯活動を積極
的に推進する。

989 他事業と統合 現状通り継続 －

18 地域振興部 地域振興課
集会所類似施設建設
資金貸付金

地域活動の拠点となる町内集会所を建設しようとす
る町内会に対し、その建設資金の貸付を行い、町内
会財政の負担軽減を図る。

7,000 執行方法の見直し 執行方法の見直し －

19 地域振興部 地域振興課
住居表示案内看板更
新経費

老朽化した街区表示板の更新および腐食等で危険な
町内案内板の撤去に要する経費。

695 他事業と統合 他事業と統合 －
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20 地域振興部 地域振興課
コミュニティセン
ター施設等大規模改
修経費

コミュニティセンター等の利用者に対する安全性の
確保や、災害時の避難所としての耐震性を確保する
ため、耐震診断の年次計画に合わせ、施設の老朽化
により劣化した屋根や外壁の補修、内部の天井、
壁、床の張替や塗り替え、耐震補強等の大規模改修
を行う。

138,144 現状通り継続 現状通り継続 －

21 地域振興部
西部市民
サービスセ
ンター

西部市民サービスセ
ンター管理費

住民自治の充実をめざす市民協働と都市内地域分権
の拠点施設である西部市民サービスセンターの適正
な維持管理を行うとともに住民自治施設部分につい
ては、地域ニーズに沿った柔軟な管理運営をはかる
ため、指定管理者制度を活用する。

66,102 現状通り継続 現状通り継続 －

22 地域振興部 地域振興課
（仮称）北部市民
サービスセンター整
備事業

住民自治の充実をめざす市民協働と都市内地域分権
の拠点施設の一つとして（仮称）北部市民サービス
センターを支所機能、住民自治施設、体育館等の機
能を複合化するとともに、周辺道路整備を進めるな
ど総合的に整備する。まちづくり交付金の活用を図
る。

267,707 現状通り継続 現状通り継続 －

23 地域振興部 地域振興課
コミュニティセン
ター化推進施設整備
経費

地域センターのコミセン化を進めるにあたり、地域
住民要望を受けながら施設改修や備品整備を行い、
地域住民が主体的、意欲的に自治活動へ取り組む環
境を整える。

34,755 現状通り継続 現状通り継続 －

24 地域振興部 地域振興課
コミュニティセン
ター等耐震診断経費

秋田市耐震改修促進計画において、市有特定建築物
および市有建築物は、平成27年度までに耐震化する
ことを目標に掲げている。コミュニティセンター
は、多くの市民が利用する施設であり、災害時には
避難、救護等の防災拠点施設になりうることから、
早期に耐震診断を行い、必要に応じ耐震補強設計を
行う。

6,577 現状通り継続 現状通り継続 －

25 地域振興部 地域振興課
地域いきいきづくり
支援事業

市民の主体的な発意と参加による地域づくり活動
で、地域資源の有効活用、地域特性を活かした環境
の整備、安全・安心なまちづくり、地域の伝統・文
化・スポーツの振興、市民協働の推進に資する事業
などを対象とする。

3,500 執行方法の見直し 他事業と統合
・実施後３年をめどに、事業効果
を検証し制度の見直しを図るこ
と。
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